
男

・むつ市農地利用最適化推進委員1期
・むつ市農業委員会1期
・十和田おいらせ農協稲作部会
　　むつ支部役員
・耕作面積　田1.8a　畑40a

非認定農業者 有 　農業委員1期で勉強中の為

　少子高齢化に伴い、不耕作地が増加傾向にある中、農地の集約や利用できる農地の紹介等を行い、農
業従事者としてむつ市に貢献したい。

・令和6年認定農業者になり、令和7年下北地域
農業経営士会から認定を受け、青年農業士とし
て青森県青年農業士及び県連派遣理事の活動を
している。
・耕作面積　畑30a

認定農業者 有

第７地区

8 大 室 涼 農　業 32 男 第７地区

　新規参入の促進に努めます。

7 千 葉 好 二 運送業 75 男 第９地区

　
・むつ市農地利用最適化推進委員
　　　　平成29年～現在
・元郵便局社員
・耕作面積　畑　30a

非認定農業者 無
　２期９年の経験を活かし、農業者等の話し合いの推進、農地利用の集積・集約化の推進、遊休農地の
発生防止・解消等に努めたい。見回り活動を強化し、耕作放棄地および無断転用等の点検活動に努めた
い。

5 濱 谷 茂 農　業 74 男 第８地区
・一球入魂かぼちゃ
・耕作面積　畑50ａ

非認定農業者 無

6 西 村 一 松
特養職員
兼農業

73

　
・むつ市農地利用最適化推進委員
　　　　令和5年～現在
・ハウス4棟
・野菜全般
・市場に出荷、小売
・耕作面積　畑　40a

非認定農業者 無
　大曲農事実行組合長、最適化推進委員を経験して、休耕田等を少しでも活用できるように農家の人と
話し合いたい。

4 田 中 慶 吾
農業兼
会社員

62 男 第４地区

3 佐 々 木 武 美
兼業
農家

71 男 第５地区

・毎月の農業委員会総会の出席と、第４地区の
農地パトロールと現地調査などの活動した。
・経営の状況は、米の高騰で収入が上がり、や
りがいのある状況です。
・耕作面積　田3.2ｈa　畑30ａ

非認定農業者 無
　令和５年７月から３年間勤めてみて、やりがいがあり、色々と学ぶ事もあってもっとやってみたいと
思った。

第10地区
・むつ市地域農業再生協議会会員
・Big・Axe副会長
・野菜栽培：ﾄｳﾓﾛｺｼ、ﾅｽ等
・耕作面積　畑50ａ

非認定農業者 有
　脇野沢地区は、ほとんどが高齢者のため、だんだん遊休農地が増えてくると思います。高齢化に伴う
遊休農地の課題解決に取り組みたいと思い応募しました。

活 動 履 歴 及 び
農 業 経 営 の 状 況

認定農業者
の該当区分

農業委員
へ応募の
有    無

応 募 の 理 由応募区域

第２地区

・むつ市農業委員２期(６年)
・むつ市農地利用最適化推進委員
　（第２地区）
・椛山町内会長（平成25年～現在）
・むつ地区防犯連絡所総代
・元市役所職員
　（農林畜産担当経験あり）
・果樹栽培：カシス、ブルーベリー、
　　　　　　キウイ
・野菜栽培：トウモロコシ、
　　　　　　　ニンニク、ミョウガ
・耕作面積　畑60ａ　山林500ａ

非認定農業者 有

　地域の農業を守り生かすためには、農地等の利用最適化の推進を図り、農業者と共に遊休農地の発生
防止・解消等に向けた取り組みが必要となります。そのためには、農業者等との情報共有を図り、農地
の保全・利用最適化を目指す積極的な活動が必要だと考えております。
　私は農業者の声を第一に思い、農地利用最適化推進委員を１期（３年）農業委員２期（６年）を努め
てまいりましたが、依然農業を取り巻く環境は厳しい状況にあります。私も地域農業の担う者として農
地の利用の積極的促進、地域に根差した活動への参画、担い手への農地利用の集積・集約化、後継者の
育成等について取り組みを進めたいと思っているため、農業委員に応募することにいたしました。

2 冨 江 佳 奈 子 農　業 56 女

受
付
番
号

氏　名 職　業 年齢 性別

1 齊 藤 榮 佐 男 農　業 77 男

【応　募】 令和８年２月２７日現在

むつ市農地利用最適化推進委員候補者推薦・応募状況　　　　　　　　　　　　　　　
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活 動 履 歴 及 び
農 業 経 営 の 状 況

認定農業者
の該当区分

農業委員
へ応募の
有    無

応 募 の 理 由応募区域

受
付
番
号

氏　名 職　業 年齢 性別

【応　募】 令和８年２月２７日現在

むつ市農地利用最適化推進委員候補者推薦・応募状況　　　　　　　　　　　　　　　

　農地利用最適化推進委員として関根地区の農家の減少と優良農地が少なくなる中、農地パトロール等
を通じて耕作放棄地を出来るだけ少なくなる様、日々努力しておりこれからも推進委員として引き続き
頑張っていきたいと思います。

15 山 本 幸 光
自営業
兼農業

69 男 第３地区

・農地利用最適化推進委員として6年続けてい
ます。その間にも農地が減少し耕作放棄地の増
加があり昨年はその結果、熊の出没が多発し農
家に被害をもたらしました。私自身としては、
畑として耕作している農地もあり、水田は転作
地として畜産農家へ貸しております。
・耕作面積　田40a　畑10a

非認定農業者 無

　推進委員としての役割をこれからもっと広く活動し、地元の農家の相談を多く聞きたいと思っていま
す。日常生活の成果をさらに高めることに努力したいと思ってます。

9 山 田 紀 子 農　業 71 女 第２地区
・むつ市農地利用最適化推進委員2期
・耕作面積　果樹1ha 非認定農業者 無

　令和５年７月から農地利用最適化推進委員として第１区を担当している。引き続き農地利用最適化推
進委員として、農地利用の集積・集約化の推進、遊休農地の発生防止・解消等の活動を継続したく応募
しました。

10 蛭 名 俊 文 無　職 73 男 第１地区

・令和５年から農地利用最適化推進委員を努め
ている。
・むつ市職員として農林課や農業委員会で勤務
していた経験を活かして、引き続き職務にあた
りたい。
・農業経営者ではなく、現在無職

非認定農業者 無

　両親が農家の為、田圃(凡そ7a)畑(凡そ2a)を作っていた。中学校卒業までは毎日のように学校の帰り
や休日等田圃の一連の作業(種籾を水に浸け、田圃を耕し、田植え、除草機かけ、薬かけ、稲刈り、脱
穀、稲をかける柱の組立(ハセカケ)、堆肥の運搬等)畑は畑を耕し、畝を作り、芋植え、芋掘り、野菜
の収穫、収穫後の畑の耕し、味噌作り、杵で餅を打った。秋から冬には蒔山(マキヤマ)で木材の伐採運
搬等30才位までは会社の休日等を利用した。
農業経営については未経験だが農家の経営が苦しい事は身を持って経験している。

11 久 保 田 良 治 無　職 71 男 第10地区

・我が国の食料事情を考える時、食料等を輸入
に頼っているのが大部分であり、将来食料輸入
が滞ったりするとたちまち生活が困窮してく
る。お金を出せば全て買えるとは限らない(不
作、価格高騰等)そのためには、農業従事者や
家族、知人、会社員、退職者等に現状を理解し
てもらい、地産地消で自給を高める事を訴えて
いきたい。更に遊休地の活用方法などあらゆる
情報を駆使して持ち主等と一緒に考えていきた
い。17年間特定郵便局長として地域で勤務して
きた経験や知識を活かしていきたい。

非認定農業者 無

有
　新規就農者として、将来を見据えた生産性の高い農地利用のあり方を考えています。
遊休農地や耕作放棄地解消や農地のマッチングなど先進的な取り組みを　推進する助けとなりたいと思
い応募しました。

13 内 山 義 美 農　業 80 男 第６地区

・むつ市農地利用最適化推進委員
    (令和2年7月～現在)
・牧草地　5町7反
・耕作面積　畑570ａ

非認定農業者 無
　農地利用最適化推進委員2期の経験を活かし、農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消
等、これからも地域の農業発展に寄与したい。

工 藤 拓 郎12 農　業 47 男 第７地区

・令和5年就農
・施設栽培　大玉ﾄﾏﾄ13a
・露地栽培　ﾋﾟｰﾏﾝ､ｶﾎﾞﾁｬ､ﾈｷﾞ､ｼﾞｬｶﾞｲﾓ
　　　　　　ﾀﾗの芽
・耕作面積　畑　1.2ha

認定農業者

　以前父親が農業委員であったことや、稲作を経営し、十和田おいらせ農協稲作振興会むつ支部に在籍
していること等から、女性の活躍も必要だと感じ、令和5年7月から農地利用最適化推進委員として第7
区を担当している。
　引き続き農地利用最適化推進委員として、農地利用の集積・集約化の推進、遊休農地の発生防止・解
消等の活動を継続したく応募しました。

14 菊 池 幸 子
自営業
兼業農家

46 女 第７地区

・令和5年から農地利用最適化推進委員を努め
ている。
・十和田おいらせ農協稲作振興会
　むつ支部監事
・第7地区で米約7ヘクタールを耕作している。
・耕作面積　田700a

非認定農業者 無
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活 動 履 歴 及 び
農 業 経 営 の 状 況

認定農業者
の該当区分

農業委員
へ応募の
有    無

応 募 の 理 由応募区域

受
付
番
号

氏　名 職　業 年齢 性別

【応　募】 令和８年２月２７日現在

むつ市農地利用最適化推進委員候補者推薦・応募状況　　　　　　　　　　　　　　　

　周りに耕作していない農地が増えている。そんな農地をもっと活用できないかと考え、地域の農業や
農地を守り次世代に向けて魅力ある農業を伝えていきたいと思い農業委員に応募しました。

佐 藤 航16 農　業 39 男 第１地区

・就農8年目
・ビニールハウス栽培
　　イチゴ、ピーマン、ほうれん草
・露地栽培　オクラ、大根など
・耕作面積　畑30a

認定農業者 有
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